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安
倍
首
相
夫
人･

昭
恵
氏
の
関
与
が
焦
点

の
ひ
と
つ
。
政
府
は
、
昭
恵
氏
付
の
政
府
職

員
だ
っ
た
職
員
が
学
園
の
籠
池
泰
典
前
理

事
長
に
フ
ァ
ク
ス
で
送
っ
た
文
書
に
つ
い

て
、
行
政
文
書
に
該
当
し
な
い
と
の
答
弁
書

を
閣
議
決
定
す
る
な
ど
、
関
与
の
否
定
に
必

死
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
安
倍
政
権
の

目
指
す
「
教
育
」
の
形
は
は
っ
き
り
見
え
て

き
た
。 

                       

     

   

                    

★安倍政権は３月３１日、教

育勅語を学校教育で扱うこと

に対し、「憲法や教育基本法

に反しないような形で教材とし

て用いることまでは否定されな

い」との答弁書を閣議決定。 

都教組江戸川支部 

℡ 3651-3153 

FAX  3655-3521 

とんでもないことになってきました‼ 
北朝鮮との戦争が全くの絵空事とは言えなくなり、安倍政権の“危うさ”が際立ってきました。 

学校が“戦前回帰”政権の手先となって働くことになることも、もう、“妄想”で片付けられません。 

私たちが諦めてしまったら、日本の民主主義と民主教育は終わってしまいます。  

私たちの存在意義が大きくなってきました。みなさん、今年も頑張り続けましょう。 

森
友
学
園
問
題
か
ら 

見
え
て
く
る
も
の 

 

塚本幼稚園新理事長籠池町波あいさつ（HPより） 

「愛国教育」、「国粋主義」と捉えられ、具体的には

「教育勅語を暗唱させる幼稚園」、「自衛隊行事に参加

する幼稚園」とのご指摘を受け、社会問題化するに至

りました。これらは全て、教育基本法が平成 18年

（2006）年に改正された際に新たに設定された「我

が国と郷土を愛する態度を養う」との教育目標を、幼

児教育の現場で生かそうとした前理事長なりの努力

と工夫の結果であると理解しております。 

  
昭恵夫人が「こちらの教育方

針は、主人も大変素晴らしい

と思っています」 

★２０２１年春に中学で実施される新学習指導要領の
本文に、保健体育で武道の選択肢として「銃剣道」（戦
前の軍事教練の流れをくむ）が初めて明記された。 

『日本教育再生機構大阪』のシンポジウムに呼んだんです。２０１２

年２月２６日のシンポジウムで安倍さんと対談したのが松井知事で、

シンポ後の居酒屋会談でも教育再生について熱心に話し合い、……… 

（維新関係者） 

※日本教育再生機構は、愛国心教育を徹底し、歴史修正主義的な育鵬

社の教科書を使うことを主張する団体だ。その大阪支部、籠池理事長

も出入りしていた。 

17日の答弁で 

いわば私の考え方に非常

に共鳴している方でです

ね。妻から森友学園の先生

の教育に対する熱意は素

晴らしいという話を聞い

ている。 

★
安
倍
晋
三
政
権
が
保
育
所

や
幼
稚
園
で
も
「国
旗
」
「国
歌
」

に
「親
し
む
」よ
う
に
す
る
こ
と

を
盛
り
込
ん
だ
指
針
案
を
ま
と

め
た
こ
と
に
驚
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
保

育
所
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
が
今
月
公
表

し
た
「
保
育
所
保
育
指
針
」
改
定
案
に
３
歳
以

上
の
幼
児
に
つ
い
て
「
行
事
に
お
い
て
国
旗
に

親
し
む
」「
国
歌
、
唱
歌
、
わ
ら
べ
う
た
…
に

親
し
ん
だ
り
」
と
記
載
し
ま
し
た
。
幼
稚
園
に

つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
が
「
幼
稚
園
教
育
要

領
」
改
定
案
で
、
現
行
に
あ
る
「
国
旗
」
に
加

え
て
「
国
歌
」
に
も
「
親
し
む
」
と
し
ま
し
た
。 

「ヒゲの隊長」こと自民党の佐藤正久参院議員は取材に「文

科省に聞いたらパブコメに意見を、というので、自民党議員

や自衛隊ＯＢ、自分の支援者に呼びかけた」と説明 

 

 

 

 

 

 

安倍首相・松井知事・籠池氏 

★自民党「敵基地攻撃能力」保有の早期検討を柱とする提言。首

相は「提言をしっかりと受け止め党とよく連携していきたい」と表明。 

 

 

先生たちは 

俺たちを守ってくれ

ると信じましょう！ 
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共
謀
罪
、
私
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

テ
ロ
対
策
で
す
っ
て
。
と
ん
で
も
な
い
。

戦
争
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
本
は
世
界
有
数
の
「
テ
ロ
国
家
」
で
し

た
。 

 

特
に
一
九
三
〇
年
代
以
降
、
特
高
警
察

を
媒
体
に
し
て
、
何
人

の
人
が
、
政
治
家
が
、

市
民
が
、
知
識
人
が
テ

ロ
被
害
に
あ
っ
た
で
し

ょ
う
か
。
そ
の
根
幹
を

成
し
た
の
は
治
安
維
持

法
で
す
よ
。
治
安
維
持
法
が
な
け
れ
ば
、

あ
ん
な
「
テ
ロ
国
家
」
に
は
な
ら
な
か
っ

た
ん
で
す
。 

 

私
は
今
回
、
明
治
以
来
、
テ
ロ
で
殺
害

さ
れ
た
人
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
ほ
と
ん

ど
が
戦
争
に
反
対
し
た
人
々
で
す
。
も
し
、

「
共
謀
罪
」
法
が
施
行
さ
れ
る
な
ら
、
日

本
は
再
び
あ
の
暗
黒
の
「
テ
ロ
国
家
」
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

閣
議
決
定
で
教
育
勅
語
（
の
教
材
使
用
）

が
容
認
さ
れ
、
戦
前
、
隣
組
や
婦
人
の
大

政
翼
賛
運
動
が
生
ま
れ
る
き
っ
か
け
と
な

っ
た
（
戦
時
家
庭
教
育
要
綱
と
同

様
の
）「
家
庭
教
育
支
援
法
」
が
議

員
立
法
で
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
の
状
況
を
一
刻
も
早
く
抜

け
出
し
ま
し
ょ
う
。
安
倍
首
相
か

ら
日
本
を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
守
り
ぬ
き

ま
し
ょ
う
。 

                

新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
多
く
、
新
鮮
な
ス
タ

ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。「
共
謀
罪
」
の
学
習
会

と
今
年
度
の
方
針
に
つ
い
て
協
議
の
後
、
職

場
の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
ま
だ
、
教
員
の

配
置
が
な
い
。
産
休
代
替
が
見
つ
か
ら
な
い
。

保
育
園
が
決
ま
ら
ず
、
職
場
復
帰
が
で
き
て

い
な
い
等
、
相
変
わ
ら
ず
、
厳
し
い
職
場
状

況
が
う
か
が
え
ま
し
た
。
落
ち
着
い
た
学
校

経
営
が
で
き
る
よ
う
な
制
度
づ
く
り
を
要
請

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

            

                         

執行委員長 宇田川 耕史 

執行副委員長 石津 美佐子 

〃 山口 文彦 

〃 丸山 真理恵 

書記長 渡辺 郁夫 

書記次長 荒川 清司 

財政部長 豊歳  寛 

財政次長 武田 亮輔 

執行委員 髙木 明子 

〃 髙橋 貴美江 

〃 渡部 京子 

〃 久保田 啓司 

〃 平田 真之 

〃 小川 匠 

〃 田島 みね子 

〃 紺野 淳平 

〃 青山 弘子 

〃 大澤 賢俊 

特定秘密保護法・改正刑事訴訟法、そして今度はテロ等準備罪（共謀罪） 
戦前並みに警察権力を拡大する悪法が続きます。 
戦争する国造りと一体の監視社会、安倍政権の“戦前回帰の妄想”の暴走です‼ 

1. 条約締結に必要ない 

共謀罪の新設をすることなく、国連越境組織犯罪防止条約の批准をすることが可能

であり、共謀罪の新設はすべきではありません。 

2. 「実行を処罰する」原則から外れる 

3. 対象団体も曖昧 

4. 重要なのは準備段階でも「容疑で捕まえる」ことが出来る範囲が限

りなく広がるということ 

この法案で重要なのは、実際に共謀罪で有罪になり得るかどうかよりも、容疑で逮

捕状をとれるかというところかもしれません。 

 それっぽい証拠をこしらえて逮捕状さえとってしまえば、あとは「間違ってた。ご

めん。」で釈放しても弾圧の目的には適うからです。逮捕されれば最長で 1 か月近く警

察署に拘留されることになります。それだけ社会と隔離されることは相当なダメージ

であり、活動を委縮させるには十分だからです。 

 

テロには、現在の法体系で十分対応できます。監視社会を生むと

して、二度も廃案に追い込まれた「共謀罪」。名前は変えていますが、対象犯罪

が２７７と過去の共謀罪以上、「国民監視」の内容はかえって広がっています。 

戦前の暗黒を振り返ろう 

４・６東京日比谷野音大集会 
安全保障関連法案に反対する学者の会 

（学習院大学教授）佐藤学さんの発言 

 

２０１７年度の執行委員です。 

よろしく、お願いします。 

日 曜 名  称 時間 会  場 参  加 者 

4/１９ 水 総がかり日比谷野音集会 18:30 日比谷野音･銀座デモ  

 ２５ 火 実践講座・学級づくり 18:30 タワーホール  

 ２９ 土 新歓ジャンプ 14:00 エデュカス東京 青年を中心に 

５／１ 月 メーデー 11:00 代々木公園  

３ 水祝 憲法集会 13:00 有明･東京臨海防災公園  

１０ 水 江教組大会 16:00 グリーンパレス孔雀  代議員 

１３ 土 都教組大会 9:30 エデュカス東京  代議員６名 

 

【当面の主な日程】 

４
月
６
日 

第
一
回
支
部
委
員
会
開
催 

うれしいニュースです。 
５日、新採２名 

の加入がありました‼ 

実践講座 
「これで行こう 

       今年の学級づくり」 

講師：霜村三二さん 

（元公立小学校教諭） 

４・２５（火）１８：３０タワーホール３０３ 
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